
新湾岸道路整備促進期成同盟会 

通常総会  次第

                  令和６年５月２７日（月）

                  午前１１時３０分～

                  京成ホテルミラマーレ

６階 ローズルーム

１．開  会

２．あいさつ

 ３．来賓祝辞

 ４．議  事

  第１号議案 令和５年度 事業報告並びに決算報告について

  第２号議案 令和６年度 事業計画(案)並びに予算(案)について

 ５．そ の 他

６．閉  会



 

 

通  常  総  会  議  案 

 

 

令和６年５月２７日 

（京成ホテルミラマーレ） 

 

 

新湾岸道路整備促進期成同盟会 

 



 

総 会 次 第 

 
 

１.開 会 

２.あ い さ つ 

３.来 賓 祝 辞 

４.議 事 

   第１号議案  令和５年度事業報告並びに決算報告について 

   第２号議案  令和６年度事業計画（案）並びに予算（案）について 

５.そ の 他 

６.閉 会 

  



 

 

第 １ 号 議 案 

 

 

 

 

令和５年度事業報告並びに決算報告について 

 

 

 

 

 

 

自  令和５年５月２６日 

至  令和６年３月３１日 

  



令和5年5月26日 新湾岸道路整備促進期成同盟会の設立総会を開催し、規約、役員の選任、会費、
令和５年度事業計画（案）並びに予算（案）について議決（千葉市：TKPガーデンシティ千葉）

5月30日 県選出国会議員・国土交通省・財務省等へ新湾岸道路整備促進期成同盟会による要望活動

5月31日 令和５年度道路整備促進期成同盟会千葉県連合協議会通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

5月31日 令和５年度千葉県道路整備促進協議会通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

6月5日 令和５年度一般国道４６４号北千葉道路建設促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：ホテルポートプラザちば）

7月13日 令和５年度首都圏中央連絡自動車道建設促進期成同盟会通常総会に出席（千葉市：三井ガーデンホテル千葉）

7月24日 令和５年度東京湾環状道路並びに関連道路建設促進期成同盟通常総会に出席（千葉市：京成ホテルミラマーレ）

8月29日 首都圏中央連絡自動車道建設促進県民会議2023年度総会に出席（千葉市：ホテルニューオータニ幕張）

9月4日 令和６年度道路関係予算概算要求概要説明会に出席（東京都：ルポール麹町）

10月19日 全国道路利用者会議第73回全国大会に出席（長野県：ホクト文化ホール）

11月8日 全国道路利用者会議・道路整備促進期成同盟会全国協議会・全国高速道路建設協議会・全国街路事業促進協議会の４者共催
「安全・安心の道づくりを求める全国大会」に出席　（東京都：砂防会館別館）
大会終了後、県選出国会議員へ要望活動

令和6年1月24日 県選出国会議員・国土交通省・財務省等へ新湾岸道路整備促進期成同盟会による要望活動

1月30日 令和６年度道路関係予算概要説明会に出席（東京都：都市センターホテル）

令 和 ５ 年 度 新 湾 岸 道 路 整 備 促 進 期 成 同 盟 会 事 業 報 告 書



収       入 （単位：円）

予 算 額 （ Ａ ） 決 算 額 （ Ｂ ） 比 較 （ Ｂ － Ａ ） 備 考

１． 975,000 975,000 0

975,000 975,000 0 県・６市

２． 1,000 4 △ 996

1,000 4 △ 996 預金利息

３． 0 0 0

0 0 0

976,000 975,004 △ 996

令 和 ５ 年 度 収 支 決 算

科        目

会 費

計

前 年 度 繰 越 金

会 費

諸 収 入

諸 収 入

繰 越 金



支       出 （単位：円）

決 算 額 （ Ｂ ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備　　　　　　　考

１． 456,000 77,005 378,995

456,000 77,005 378,995
要望書用上質紙購入代・道全協だより
広告料・要望活動等職員旅費

２． 400,000 0 400,000

400,000 0 400,000

３． 54,000 54,000 0

54,000 54,000 0
道路整備促進期成同盟会
千葉県連合協議会会費

４． 66,000 60,299 5,701

66,000 60,299 5,701 非常勤職員報酬等

976,000 191,304 784,696

収 入 決 算 額 975,004 円

支 出 決 算 額 191,304 円

差 引 残 高 783,700 円（令和６年度へ繰越）

負 担 金

予 算 額 （ Ａ ）科　　　　　　目

事 業 費

事 業 費

会 議 費

計

負 担 金

事 務 費

事 務 費

会 議 費



会 計 監 査 報 告 書 
 

 

今般、令和５年度新湾岸道路整備促進期成同盟会の決算について慎重に監査したところ、帳簿・証拠書類の

整理、会費の収入等がいずれも適正に処理され、妥当なものであることを認めます。 

令和６年４月１６日 

 

新湾岸道路整備促進期成同盟会  

会 長   千葉県知事  熊 谷  俊 人 様 

 

監  事 

市川市長 

監査報告書の原本には、監事の署名と捺印を 

いただいております。 



会 計 監 査 報 告 書 
 

 

今般、令和５年度新湾岸道路整備促進期成同盟会の決算について慎重に監査したところ、帳簿・証拠書類の

整理、会費の収入等がいずれも適正に処理され、妥当なものであることを認めます。 

令和６年４月２３日 

 

新湾岸道路整備促進期成同盟会  

会 長   千葉県知事  熊 谷  俊 人 様 

 

監  事 

船橋市長 

監査報告書の原本には、監事の署名と捺印を 

いただいております。 



 

 

第 ２ 号 議 案 

 

 

 

 

令和６年度事業計画（案）並びに予算（案）について 

 

 

 

 

 

 

  



令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 （ 案 ） 

 

 

新たな時代に向けて、湾岸地域のポテンシャルを十分発揮させ、我が国の国際競争力の強化や首都圏の生産性の向上、湾岸地域の更なる 

活性化とともに、千葉県三番瀬再生計画との整合性を図り、地域の生活環境に配慮した新湾岸道路の早期実現を図るため次の事業を行う。 

 

 

１.新湾岸道路の早期実現のため、政府・国会等への要望活動 

２.新湾岸道路に関連する幹線道路の一体的な整備の促進 

３.その他本会の目的達成に必要な事業 

  



収       入 （単位：円）

本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備          考

１． 975,000 975,000 0

975,000 975,000 0 県・６市

２． 300 1,000 △ 700

300 1,000 △ 700 預金利息

３． 783,700 0 783,700

783,700 0 783,700

1,759,000 976,000 783,000

令 和 ６ 年 度 収 支 予 算 （ 案 ）

科        目

会 費

計

前 年 度 繰 越 金

会 費

諸 収 入

諸 収 入

繰 越 金



支       出 （単位：円）

本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 比 較 （ Ａ － Ｂ ） 備　　　　　　　考

１． 806,000 456,000 350,000

806,000 456,000 350,000

２． 750,000 400,000 350,000

750,000 400,000 350,000

３． 54,000 54,000 0

54,000 54,000 0

４． 149,000 66,000 83,000

149,000 66,000 83,000

1,759,000 976,000 783,000

会 議 費

負 担 金

科　　　　　　目

事 業 費

事 業 費

会 議 費

計

負 担 金

事 務 費

事 務 費



（単位：円）

会 員 名 備 考

千 葉 県 450,000

千 葉 市 225,000

市 川 市 60,000

船 橋 市 60,000

習 志 野 市 60,000

市 原 市 60,000

浦 安 市 60,000

計 975,000

金 額

令 和 ６ 年 度 会 員 及 び 会 費 （ 案 ）



 

 

 

 

 

 

 

 

新湾岸道路整備促進期成同盟会規約 



新湾岸道路整備促進期成同盟会規約 

 

（名 称） 

第１条 本会は、新湾岸道路整備促進期成同盟会と称する。 

（目 的） 

第２条 本会は、新たな時代に向けて、湾岸地域のポテンシャルを十分発揮させ、我が国の国際競争力の強化や首都圏の生産性の向上、湾岸   

地域の更なる活性化とともに、千葉県三番瀬再生計画との整合性を図り、地域の生活環境に配慮した新湾岸道路の早期実現を目指すこと

を目的とする。 

（事 業） 

第３条 本会は、第２条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

  （１）新湾岸道路の早期実現のため、政府・国会等への要望活動 

  （２）新湾岸道路に関連する幹線道路の一体的な整備の促進 

  （３）その他目的達成に必要な事業 

（組 織） 

第４条 本会は、千葉県、関係市その他本会の目的に賛助する者をもって組織する。 

（役 員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

  （１）会 長  １ 名 

  （２）副会長  若干名 

  （３）理 事  若干名 

  （４）監 事  ２ 名 

（役員の選任） 

第６条 本会の会長は知事とし、副会長は会長が指名し、総会の承認を得るものとする。 

  ２ 理事及び監事は、総会において選出する。 

 

 



（役員の任期） 

第７条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

  ２ その職をもって選任された者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（役員の職務） 

第８条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

  ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

  ３ 副会長に事故あるときは、理事の中からあらかじめ会長が指名した者が、その職務を代理する。 

  ４ 監事は、本会の会計を監査し、総会に報告する。 

（顧問・参与） 

第９条 本会に顧問及び参与を置くことができる。 

  ２ 顧問及び参与は、本会の目的達成に必要な助言等を行う。 

  ３ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

（総 会） 

第１０条 本会は、通常総会を年１回開催し、会長が必要と認めた場合には、臨時総会を開催することができる。 

   ２ 総会は、会長が議長となり、次の事項を審議決定する。 

   （１）規約の制定及び改正に関すること。 

   （２）予算及び決算に関すること。 

   （３）役員の選任に関すること。 

   （４）事業計画及び報告に関すること。 

   （５）その他会長が必要と認めること。 

   ３ 総会の議決は、会員の過半数をもって賛否を決する。 

     賛否同数のときは、議長の決するところによる。 

   ４ 会長が第２項に掲げる事項について提案した場合において、会員の過半数が、書面により同意の意思表示をしたときは、当該提案を

可決する旨の総会の議決があったものとみなす。 

 

 

 



（幹事会） 

第１１条 本会に幹事会を置くことができる。 

   ２ 幹事会は、会長が任命または委嘱する幹事若干名をもって構成する。 

   ３ 幹事会は、会長が招集し、会運営に関する事項の協議及び実務を行う。 

（事務局） 

第１２条 本会の事務を処理するため、千葉県県土整備部道路計画課に事務局を置く。 

   ２ 事務局には、事務局長及び書記若干名を置く。 

   ３ 事務局長及び書記は会長が任命し、会の庶務を取り扱う。 

（経 費） 

第１３条 本会の経費は、県、関係市の負担金及びその他の収入をもってあてる。 

（会計年度） 

第１４条 本会の会計年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月３１日に終わる。 

（その他） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、運営にあたって必要な事項は会長が定める。 

附 則 

 １ この規約は、令和５年５月２６日から施行する。 

 ２ 令和５年度における本会の会計年度は、第１４条の規定にかかわらず、令和５年５月２６日から令和６年３月３１日までとする。 

 

 



新湾岸道路の整備促進に関する要望書（案） 

 

東京都と千葉県を結ぶ湾岸地域では、都心方面と千葉県を行き交う       

人・モノの流れが集中し、広範囲にわたり慢性的な交通渋滞が発生している。 

 特に、本県の湾岸地域は、国際拠点の千葉港をはじめ、首都圏の経済活動を

支える重要な拠点を有しており、今後も港湾機能の強化や物流施設の立地等 

の開発計画に伴う交通需要の増大が見込まれている。 

また、本年１月に発生した能登半島地震の教訓を踏まえ、今後、発生が懸念 

される首都直下地震等に備え、緊急物資の輸送や復旧活動等を支える災害に  

強い広域的な幹線道路ネットワークを構築することが不可欠である。 

 こうした状況を踏まえ、広範囲にわたる慢性的な交通混雑を解消し、本県の

ポテンシャルを十分に発揮させ、湾岸地域の更なる活性化や防災力の強化を 

図るほか、我が国の国際競争力の強化や、首都圏の生産性向上のため、    

国道３５７号の渋滞対策や（仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジ  

事業を進めるとともに、新湾岸道路の計画の早期具体化が必要である。 

こうした認識のもと、新湾岸道路の計画が早期具体化されるよう、     

次のとおり要望する。 

 

 

 



一 外環高谷ジャンクション周辺から蘇我インターチェンジ周辺ならびに市原

インターチェンジ周辺までの湾岸部において、多車線の自動車専用道路  

として、早期に計画の具体化を図ること。 

一 計画の具体化を図るにあたり、県・沿線市は、地域の理解が深まるよう、 

市民とのコミュニケーション活動に協力して、積極的に役割を果たしていく

ので、概略ルートや構造の検討を進めること。 

一 湾岸部の都県間についても検討を行い、計画を具体化すること。 

一 ルートや構造の検討にあたっては、千葉県三番瀬再生計画との整合性を 

図るとともに、地域の生活環境に配慮した計画とすること。 

一 国道３５７号の渋滞対策の推進及び（仮称）検見川・真砂スマート    

インターチェンジ事業の促進を図ること。 

一 防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策の最終年度となる   

令和７年度においても、必要な予算・財源を確保すること。また、令和６年 

能登半島地震などを踏まえ、国土強靭化実施中期計画を早期に策定し、   

切れ目なく、継続的・安定的に国土強靭化の取組を進めるために必要な予算・

財源を通常予算とは別枠で確保すること。 

一 激甚化・頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための    

地方整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の更なる 

確保に取り組むこと。 

一 道路整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の創設等   

により、令和７年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も加味した上で、  

必要な予算を満額確保すること。 


